








































































値は の２つである．測定値 と を得る確率をそれぞれ ， とすると，中性




















である．ここで は の測定値を与える演算子である．また偶然誤差（random 




すなわち のときの測定結果は， ， である．そして奇妙な














は， ， であり， の測定では， ，
で あ る． 従 っ て 測 定 誤 差 に 関 係 な く， の 測 定 結 果 は
， となり，上で述べた実験結果と一致している．このときの測定誤
差は であるが， と の両方の測定において，偶然誤差は
，系統誤差 である．このように と はともに とともに

















こなっているが， であるオブザーバブル の測定値を の測定値とみなしている．
しかし であるオブザーバブル の測定において，一般的に， であるオブ
ザーバブル を測定値演算子とすることはできない．このことをこの章で明らかにする．
　相互作用後のプローブの演算子 の測定値より の測定値を決定するのであるから，
は の関数でなければならない．従ってこれを の冪で展開すると， である
から，























有値をとる確率 と を予測することである注４）．しかしすべての に対して測定
値が同じ分布を示すのであれば，これらの情報を得ることはできないから，これは明らかに
測定ではない．
　Ｂ． のとき， と の値にかかわらず，測定結果は





　Ｃ． かつ のとき， ， となる． であるか
ら，このとき同じ測定を何回繰り返しても測定結果は常に である．この結果から常識的






















もし実際にそのような と が存在することが示されれば， の測定は の射影測定
と同値であるから，実験結果はOzawaの不確定性関係式（２）の成立を証明したことになる．






摘したように，任意の に対して の測定値の分布は となる．
　以上のことより， のときの の測定値の分布と の測定値の分布は違っ










































































































　 の測定の場合と同様に考えると，任意の に対して の測定が偏りがなく正確で
あるための条件は
 （18）














































































































注６： この場合には，式（22）の右辺は と の関数ではなく， と の関数になっている．
より一般性があるのは と の関数の場合である．
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